
◆企 画 名  Critical Thinking を用いて考えよう！ 
日  程  2017 年 9 月 12 日（火） 
場  所  第 2 学舎 2 号館 C506 教室 
参加者数  16 名（ピア・サポータ 12 名、学生支援室 TA2 名、職員 2 名） 
目  的 

シニア・サポータのこれまでの経験に基づき、「気づき」の場を提供することで、各コミ

ュニティで主力として活躍するピア・サポータが多角的視点を持つための機会とする。 

内  容 

13:30 はじめに 
     ・企画説明     ・シニア・サポータの紹介 
13:35 アイスブレイク「2 人絵画」 
13:45 導入ワーク「ファーストクラスで？現地で？」 
     ・議論の練習 
14:10 本題ワーク「ミーティングをより良いものにするために」 
     ・現状把握          ・話し合いのポイントレクチャー 
     ・話し合い、カテゴリー分け  ・まとめ 
15:30 シニア・サポータからのメッセージ 

効  果 

・シニア・サポータ間で、活動について検討する中で、現在のピア・コミュニティの現状

を把握するとともに、自分たちの果たすべき役割について、俯瞰的に考える機会となっ

た。 
・各コミュニティにおける活動（今回は特にミーティング）について振り返り、他のコミ

ュニティと比較・共有を行ったことで、多角的に物事を考え、自分達だけでは分からな

かったコミュニティの良いところ・課題を発見する機会となった。 
・先輩から後輩へ活動を継承する機会となった。 
・各ピア・サポータが、今後の活動に活きる「気づき」を得ることができた。 

改 善 点 

 特になし 

感  想 

・シニア・サポータとして、これまでの経験を活かして、現在のサポータにとって必要な

機会を提供できたことは嬉しく思う。 
・コミュニティを越えて、交流や意見交換をする機会は、自身のコミュニティ運営にも有

益であると感じた。 
・シニア・サポータとして、現在のピア・コミュニティの現状を俯瞰的に把握するととも

に、自分の経験に基づき、後輩達への日常的なアドバイスや企画実施を通して、ピア・

コミュニティの活動を継承していきたいと思う。 

 


